


倉見側アーチ橋設置現場を視察する町議会議員

一般会計当初予算ほか

全議案が司決される

当ｆ・－
６

平成１２年度

３月定例会 ・運合審査会

聞
　
犬
手
企
業
が
徹
退
し
た
專

に
よ
る
町
税
へ
の
影
讐
は
■

総
務
艘
＾
　
法
人
町
民
税
と
固

定
資
産
税
で
１
千
万
円
ほ
ど
減

額
と
な
り
ま
亥

両
　
国
で
減
税
策
を
う
ち
惹
し

て
い
る
の
に
、
個
人
町
民
税
、

１
千
７
３
０
万
円
増
の
理
由
は
。

膿
筍
蠣
長
　
平
成
皿
年
度
は
財

源
不
足
の
た
め
、
目
一
杯
見
込

ん
で
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
特
別
減
税
は
内
容
が
確

定
し
て
い
な
い
の
で
、
年
度
途

中
の
調
整
は
必
要
で
す
。

間
　
環
境
首
都
・
山
梨
づ
く
り

推
進
費
補
助
金
、
街
角
ふ
れ
あ

い
公
園
費
補
助
金
と
は
。

住
毘
氾
祉
８
長
　
環
境
教
育
事

業
で
２
分
の
１
が
県
補
助
、
学

校
給
食
の
生
ゴ
ミ
を
肥
料
に
変

え
る
電
動
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
し
ま
す

竈
股
”
＾
　
桂
川
公
園
整
備
へ

５
分
の
ー
の
県
補
助
、
公
園
と

倉
見
を
結
ぶ
ア
ー
チ
橋
８
千
５

０
０
万
円
の
建
設
費
に
充
て
ら

れ
ま
亥

問
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務

組
合
の
各
種
負
掴
金
は
．

町
＾
　
広
域
へ
の
消
防
費
負
担

金
は
交
付
税
分
の
６
８
％
と
定
め

ら
れ
そ
の
他
事
業
の
負
担
割

合
は
均
等
割
３
、
人
口
割
７
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
一

般
会
計
人
件
費
は
均
等
割
姑
、
人

口
割
肺
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
を
除
く
全
て
の
事
業
に

つ
い
て
負
担
割
合
を
均
等
割
３
、

葦
８
竈
案
件
【

蘭
墓
－
件

同
■
１
　
固
定
資
産
評
価
審
蛮
委

　
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

新田裕一委貝
｛下■地地区）

嚢
鉋
１
５
伜

嚢
６
　
地
方
分
旛
の
推
進
を
図

　
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等

　
に
関
す
る
法
儘
の
施
行
に
伴
う

　
関
係
粂
例
の
整
備
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

○
地
方
分
旛
推
進
を
図
る
法
律
の

．
趣
冒
に
よ
り
　
各
町
条
例
を
整

　
備
す
る
必
婁
が
坐
じ
た
た
め
。

‘
竈
７
　
西
桂
町
手
数
料
条
例
の

制
定

○
議
集
第
６
と
岡
様

８
簑
８
　
民
法
の
一
部
を
改
正
す

　
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係

．
粂
例
の
姦
備
に
関
す
る
条
例
の

劔
定

○
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
亥
条

－２■



限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
配
分
を

一
般
会
計
当
初
予
算
賛
成
討
論

川村俊夫議員

　
平
成
１
２
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
歳
入
歳
出
１
７
億
５
千

１
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
、
１
１

年
度
予
算
に
比
べ
て
ー
千
２
０
０

万
円
の
増
額
、
率
に
し
て
０
１
％
の

増
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
の
内
容
は
、
町
税
４
億

３
千
１
４
６
万
円
の
確
保
を
見

込
み
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を

取
り
入
れ
、
白
主
財
源
の
確
保
、

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配

分
と
基
金
活
用
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
各
区
へ
防
犯
灯
設
置
及

び
街
路
灯
整
備
費
の
計
上
、
ま

た
公
共
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ

ム
等
、
町
内
外
と
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
受
発
信
の
た
め
の

経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
活
性
化
で
は
、
特
産
晶
開
発

及
び
各
種
体
験
交
流
事
業
費
を

計
上
、
生
ゴ
ミ
処
理
対
策
で
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
電
動
生

ゴ
ミ
処
理
機
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
道
路
体
系
の
整
備
で
は
、
農

業
用
水
路
の
改
修
、
町
道
の
改

良
、
河
川
の
改
修
等
の
予
算
が

計
上
さ
れ
、
桂
川
公
園
橋
梁
設

置
工
事
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
さ
な
予
算
で
大
き
な
仕
事

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
長
の
活
・

活
西
桂
づ
く
り
に
更
な
る
ご
活

躍
を
期
待
し
、
賛
成
討
論
と
い

た
し
ま
す
。

　３月定例会は平成１２年３月９則＝招集され、同目に本会識、この

後、 会期中に違合審変会、２３則＝本会竈が開催され、１５圓間の会

期をもって閉会いたしました
。

町長よリ同意１件、条例１５件
、．
訟決案件２俳、補正予算６件、当初

予算７件、竈＾発議により条例１１件
、．
規則改正１件が提出さ札全

星賛成にて、全ての認案が可決 ・伺意されました
．

建設が待たれる中学校新校舎

人
口
割
７
に
統
一
す
る
よ
う
理

事
会
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

間
　
国
際
交
流
事
業
と
は
。

企
薗
振
貝
ほ
長
桂
の
会
が
実

施
主
体
と
な
り
、
４
月
１
３
日
か

ら
帽
日
ま
で
の
期
聞
、
中
国
桂

林
市
よ
り
副
市
長
ほ
か
５
名
を

当
町
に
招
待
し
、
町
公
共
施
設

及
び
町
内
工
場
等
の
視
察
、
小

学
校
食
堂
に
て
小
学
生
と
の
会

食
、
富
士
山
と
周
辺
地
域
、
東

京
の
見
学
、
４
月
蜴
日
に
は
町

内
春
祭
を
見
学
す
る
予
定
で
す
。

問
　
町
の
長
期
総
合
計
函
策
定

は
、
い
つ
実
施
さ
れ
ま
す
か
、

企
薗
振
貝
鴉
長
平
成
皿
年
度

に
業
者
に
策
定
事
務
を
委
託
し
、

計
画
案
を
作
成
し
ま
す
。
適
用

は
平
成
Ｂ
年
度
よ
り
１
０
年
間
の

基
本
計
画
と
な
り
ま
す
。

意
見
　
作
成
に
あ
た
っ
て
町
民

の
意
見
を
組
込
む
た
め
、
各
方

面
の
声
を
聞
き
入
れ
て
下
さ
い
。

問
　
農
業
体
験
交
流
事
業
と
は
。

企
函
振
貝
８
＾
　
ま
ず
一
一
一
ツ
峠

体
験
工
房
で
各
種
事
業
を
進
め

る
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
や
る
気
、
将
来
を
見
据
え
て

採
用
し
、
管
理
組
合
の
設
立
を

視
野
に
入
れ
ま
す
。

間
　
小
学
校
に
配
置
予
定
の
パ

ソ
コ
ン
の
台
数
は
。

敦
竈
次
長
　
現
状
は
教
師
機
－

台
、
生
徒
機
２
０
台
で
す
が
、
平

成
１
２
年
度
に
５
台
を
追
加
し
、

新
６
年
生
、
各
ク
ラ
ス
の
人
数

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
目

間
　
町
民
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
關
催
は
。

饒
竈
次
讐
　
初
級
教
室
は
１
２
年

度
に
再
度
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
中
級
教
室
も
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
中
学
校
校
舎
建
設
事
業
の

概
要
は
。

呵
長
　
先
進
校
の
視
察
を
計
画

し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は
教
育

委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
議
員
等
で
す
。

問
　
中
学
校
校
舎
建
設
予
定
は

何
処
で
す
か
。

町
長
　
現
状
校
舎
裏
の
中
学
校

敷
地
に
建
設
し
た
い
。
不
足
す

る
敷
地
確
保
の
た
め
、
民
地
を

購
入
し
造
成
の
上
、
グ
ラ
ン
ド

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
供
し
ま
す
。

　
例
内
の
字
句
訂
正
。

■
嚢
９
　
西
桂
町
税
条
例
の
．
一
部

　
改
正

○
前
納
報
奨
金
を
納
税
額
の
ー
０

　
０
分
の
ー
か
ら
ー
Ｏ
Ｏ
分
の

　
舳
に
減
額
す
る
。

８
祭
１
０
　
西
桂
町
介
護
保
険
粂
例

　
の
制
定

○
介
覆
保
険
制
度
が
設
け
ら
れ
、
町

　
が
保
険
者
と
な
り
、
必
要
な
条
例
、

　
特
別
会
計
の
設
圏
を
行
う
。

８
簑
Ｈ
　
西
桂
町
介
謹
保
険
円
渇

　
導
入
基
金
条
例
の
制
定

○
蘭
歳
以
上
・
第
－
号
被
保
険
者
の

　
介
護
保
険
料
の
輕
減
さ
れ
る
財
源

　
と
準
備
経
費
等
の
財
源
と
し
て
国

　
の
交
付
金
を
積
み
立
て
る
。
■

．
ｍ
薫
１
２
　
西
桂
町
介
護
保
険
＾
総
付

．
臼
支
払
準
傭
）
墓
金
条
例
の
制
定

○
介
護
保
険
の
給
付
費
支
払
の
円

　
渦
化
に
資
す
る
た
め
、
基
金
の

　
設
慶
を
す
る
．

嚢
”
　
西
桂
町
い
き
い
き
健
康
福

　
祉
セ
ン
タ
ー
設
覆
及
ぴ
管
理
運
営

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○
健
康
櫓
被
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
サ
ー

　
ビ
ス
を
町
社
会
福
祉
協
慧
会
に
委

　
託
す
る
。
地
方
自
治
法
の
規
定
に

　
よ
り
条
例
改
正
を
行
な
う
。

嚢
“
　
西
桂
町
園
民
健
康
保
険

　
税
条
例
の
一
部
改
正

○
介
護
保
険
法
等
の
施
行
に
伴
い
、

　
字
旬
等
改
正
と
隼
齢
如
歳
以
上
６
５

　
歳
未
滴
・
の
圃
民
健
厳
保
険
加
入

　
者
の
介
護
保
険
料
は
、
国
贋
健
康

　
保
険
税
に
含
め
て
課
税
す
る
。

塞
唱
　
西
桂
町
老
人
医
療
費
助
成

■３■



となる呵社会福祉協議会険・指定サービス呆｛護介

３月定例会 ・連合審査会

１

問
　
町
諌
”
嚢
葛
一
皿
票
の
進
捗
｛
状

況
を
お
酊
か
せ
磧
い
た
仙
．

董
資
料
編
の
第
３
編
・

近
現
代
が
平
成
ｕ
年
度
事
業
で

完
成
の
予
定
で
し
た
が
、
繰
越

明
許
を
し
て
平
成
１
２
年
度
に
完

成
・
発
刊
と
な
り
ま
す
。
第
２

編
・
中
世
も
平
成
１
２
年
度
に
発

刊
と
な
り
ま
す
。
本
編
が
平
成

１
３
年
度
に
発
刊
と
な
っ
て
事
業

が
終
了
し
ま
す
。

問
　
防
犯
灯
整
備
專
業
の
減
額

補
正
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
一

部
釆
実
施
の
整
備
個
所
が
あ
っ

た
の
で
す
か
。

総
務
”
＾
　
区
要
望
も
含
め
て

予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
は
全
て

実
施
し
ま
し
た
。
減
額
補
正
は

予
算
見
積
よ
り
も
安
価
に
防
犯

灯
整
備
が
出
来
た
か
ら
で
す
。

問
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て
蕃
査
す
る
に

あ
た
っ
て
、
事
務
局
長
に
お
話

を
お
闇
き
し
た
い
が
、
本
会
へ

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

肺
　
　
　
６
号

僅
日
竃
舳
■
＾
委
員
会
へ
の

出
席
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
ま
他
団
体
と
な
り
ま

す
の
で
、
議
長
を
つ
う
じ
て
社

会
福
祉
協
議
会
に
所
定
の
手
続

き
を
取
っ
て
、
要
請
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

間
　
違
合
審
査
会
で
社
会
福
祉

協
議
会
に
関
す
る
質
疑
に
対
し

て
、
事
務
局
が
い
な
い
段
階
で

は
、
誰
が
答
弁
す
る
の
で
す
か
。

僅
民
■
祉
■
＾
　
関
連
部
分
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
私
の
方

で
答
弁
い
た
し
ま
す
。

呵
長
　
事
前
に
文
書
に
よ
り
質

問
事
項
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
の
出

席
を
検
討
い
た
し
ま
す
口

問
　
敬
老
年
金
の
支
総
額
と
支

給
方
法
は
。

住
民
８
祉
艘
＾
　
条
例
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
珊
歳
以
上
が
５

千
円
支
給
、
脇
歳
以
上
に
な
る

と
ー
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
　
各
種
検
診
の
予
算
が
減
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
見
込

み
よ
り
受
信
者
が
少
な
か
っ
た

デイサービスの提供を受ける町民の皆さん

の
で
す
か
。

住
民
氾
祉
蠣
長
　
申
し
込
み
時

点
で
は
予
定
さ
れ
た
人
数
の
方

が
受
診
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

検
診
当
日
に
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
が
幾
人
か
出
ま
し
た
結
果
、

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

歩
二
う
会
は

９
加
竈
料
で
竈
脆
を

問
保
健
衛
生
の
事
業
で
実
施

さ
れ
た
歩
｝
」
う
会
は
補
助
事
業

で
行
わ
れ
、
今
年
度
ま
で
は
参

加
者
に
負
握
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
来
年
度
以
降
、
町
単
独

專
業
と
な
っ
た
後
は
参
加
者
負

担
金
が
伴
う
の
で
す
か
。

住
民
杷
祉
蠣
＾
保
健
衛
生
費

に
自
動
車
借
上
料
を
計
上
し
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
か
ら
も
バ

ス
代
と
し
て
少
な
い
金
額
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

意
見
　
歩
こ
う
会
は
お
年
寄
り

女
性
の
方
が
多
く
参
加
し
て
い

る
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
無
料

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

嚢
支
給
条
例
の
’
榊
畿
巫

層
岩
切
ス
鷹
∴
還
母
・

る
。
竃
ゆ
む
入

セ
ン
タ
ー
交
流
促
進
腕
鐵
の
徽
置

警
蔓
旨
す
ゑ
屠
畜

改
正
．

○
衝
沮
棟
を
交
流
促
進
施
設
に
位
脹

付
け
る
。

■
８
１
８
　
西
桂
町
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン

．
セ
ン
ク
ー
の
設
置
及
ぴ
管
理
に
関

す
る
条
例
の
廃
止

〇
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
交
流

　
促
進
施
設
の
整
欄
に
伴
い
、
本
条

例
を
廃
止
す
る
。

臼
１
９
　
西
雄
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

　
設
竈
及
ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定

○
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
社
会
体
育
施
設

と
位
置
付
け
る
，

嚢
２
０
　
西
桂
町
三
ツ
峠
フ
ッ
ト
妙

　
ル
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

○
フ
ッ
ト
サ
ル
場
を
社
会
体
育
施
設

と
位
置
付
け
る
。

竈
決
簑
岱
２
件

嚢
釧
　
工
專
請
負
契
約
の
繍
結

＾
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理

　
棟
建
築
主
体
工
事
〕

○
管
理
棟
は
三
ツ
峠
周
辺
整
備
の
拠

　
点
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
鉄
筋

　
↑
ｕ
ぺ
ー
ジ
に
続
く
↑

■４■
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；
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．
　
，

、
ｏ

｛
　
　
一

顯

問
　
穣
〃
流
域
下
水
道
管
が
当

初
の
国
道
ル
．
ー
ト
よ
り
、
．
一
部

下
募
地
．
に
迂
回
す
る
ル
ー
ト
に

変
更
さ
れ
る
に
伴
い
、
ど
れ
く

ら
い
町
負
担
が
輕
減
さ
れ
る
の

で
す
か
。

水
道
酬
£
　
県
の
計
画
変
更
に

伴
い
当
町
の
実
質
負
担
増
は
９

千
７
０
０
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、

ル
ー
ト
変
更
に
伴
い
町
の
公
共

管
布
設
建
設
費
が
実
質
２
億
か

ら
３
億
円
程
度
減
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
流
域
下
水
遺
管
の
ル
」
．
ト

変
更
に
よ
り
、
沿
繍
住
民
へ
の
■

遠
加
負
担
も
あ
る
の
で
す
か
。

水
■
螂
＾
　
公
共
下
水
道
の
流

入
点
は
役
場
な
の
で
そ
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
沿
線
住

民
の
公
共
下
水
道
管
は
当
初
よ

り
開
削
工
法
で
行
な
う
予
定
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
も
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ト
変
更
に
伴

う
追
加
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
公
債
費
の
残
額
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
償
還

に
あ
た
っ
て
国
よ
り
支
援
が
あ

る
と
閾
い
て
い
ま
す
が
。

水
■
＾
長
　
平
成
１
１
年
度
末
起

債
残
高
は
６
億
９
千
５
０
０
万

円
で
す
。
ま
た
元
利
償
還
額
の

５
０
％
分
が
地
方
交
付
税
と
し
て

町
に
返
っ
て
き
ま
す
。

問
下
水
道
箏
業
に
関
し
て
は

受
益
者
負
担
金
が
土
地
所
有
者

に
賦
課
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
・
。

水
む
８
曇
　
受
益
者
負
担
金
に

つ
い
て
は
下
水
道
事
業
の
結
果
、

土
地
周
辺
の
環
境
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
土
地
の
資
産
価

値
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
下
水

道
管
に
隣
接
す
る
土
地
所
有
者

に
対
し
て
、
面
積
割
に
よ
り
負

担
し
て
い
た
だ
く
事
が
建
て
前

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
単
独
事
業
に
か
か
る
費
用

の
５
分
の
１
か
ら
３
分
の
ー
を

問
．
流
域
下
水
道
管
へ
の
流
入

点
に
工
夫
を
し
て
、
負
担
を
減

ら
す
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
』・

氷
む
”
長
倉
見
地
区
に
つ
い

て
も
桂
川
を
横
断
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
県
の
方
で

平
成
橋
ま
で
流
入
点
を
も
っ
て

き
て
く
れ
る
計
画
が
あ
る
と
一
一
一
目

う
こ
と
で
す
。

問
　
町
公
共
下
水
遺
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

水
迦
■
＾
　
平
成
１
５
年
度
中
に

は
第
４
処
理
分
区
を
終
了
す
る

予
定
で
す
。

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
下
水
道
審
議
会

を
開
催
し
住
民
の
意
見
を
お
聞

き
す
る
中
で
、
面
積
割
、
平
等

割
等
負
担
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．

　
一
世
帯
に
対
し
て
平
均
１
０
万

円
以
上
に
は
な
る
の
で
は
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

意
見
　
住
民
は
生
活
の
中
で
お
・

金
を
工
面
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
負
担
金
を
賦
課
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
出
来
る
だ
け
早
く

住
民
に
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

■５■



平成１２年３月定例会

　
私
に
お
い
て
は
、
活
・
活
西
桂
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
そ
の
指
針
と
し
て
、
か
つ
、
信
頼
さ
れ

る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
ず
。
平

成
口
年
度
に
、
長
期
総
Ａ
一
口
計
画
策
定
委
員
会
を
設
琶
し
、

国
・
県
土
づ
＜
り
の
基
本
指
針
及
び
幸
住
県
構
想
等
と
バ
一
フ

ン
フ
を
と
り
な
が
ら
、
町
民
の
声
を
反
映
し
た
町
の
将
釆
像

を
定
め
る
第
４
次
長
期
総
合
計
画
書
を
策
定
い
た
し
ま
ず
。

　
で
は
活
・
活
西
桂
建
設
の
た
め
の
重
点
施
策
等
か
ら
■
年

度
の
事
業
執
行
状
況
と
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
ず
。

一
容
写
賞
命
ソ

　
道
路
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
三
ツ
峠
線
拡
幅
工
事
が
３

月
末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
富
士
見
橋
、
橋
台
補
強
工

事
、
柿
の
木
線
舗
装
工
事
等
、

今
年
度
予
定
い
た
し
ま
し
た
道

路
整
備
事
業
も
、
年
度
内
執
行

が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
第
４
処
理
分
区
（
宝
鏡
寺

付
近
よ
り
旧
Ｊ
マ
ー
ト
付
近
ま

で
）
の
面
整
備
率
は
禰
・
６
％

で
、
国
道
部
分
を
残
し
、
町
道

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
完
了
し
一

平
成
１
２
年
度
よ
り
計
画
し
て
い

ま
す
第
３
処
理
分
区
で
あ
る
柿

園
及
び
倉
見
地
区
の
認
可
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
桂
川
流
域
下
水
道
事
業
費
の

３
０
０
億
円
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
県
よ
り
負
担
金
額
の
縮
減

案
と
し
て
、
ル
ー
ト
変
更
及
び

流
域
管
の
延
伸
等
が
示
さ
れ
、

関
係
の
市
長
及
び
町
長
と
県
土

木
部
長
と
の
会
談
の
結
果
、
町

牲林団市長と関僚者５名、当１６Ｉを蜆竈

住民票と印竈冊明、饒口外・休８交付

公
共
下
水
道
事
業
費
が
縮
減
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
大

筋
で
了
承
す
る
方
向
で
、
最
後

の
調
整
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
ご

み
を
出
す
側
の
意
識
改
革
・
リ

サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
を
推
進

す
る
た
め
、
分
別
収
集
及
ぴ
ご

み
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

＾
角
“
著
Ｈ
人

　
産
地
形
成
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
会
、
リ
ン
ゴ

研
究
会
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

紬
会
、
み
つ
と
う
げ
大
豆
の
会
、

み
つ
と
う
げ
そ
ば
の
会
・
み
つ

と
う
げ
手
織
り
の
里
グ
ル
ー
プ

等
が
積
極
的
に
農
業
振
興
事
業

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
三
ツ
峠
体
験
工
房
施
設

を
拠
点
に
農
業
生
産
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、
１
つ
の
組
織
を
発
足

さ
せ
、
強
化
育
成
及
び
人
材
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
団

体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
業
体
験
交
流
事
業
に
つ

い
て
は
、
三
ツ
峠
体
験
工
房
の

完
成
に
よ
り
、
町
民
の
多
く
の

方
々
が
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
ア

ッ
プ
し
、
町
の
活
性
化
が
図
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
自

然
環
境
保
全
治
山
整
備
事
業
と

し
て
、
平
成
ｕ
年
度
か
ら
平
成

１
３
年
度
に
か
け
て
、
大
月
林
務

事
務
所
に
お
い
て
、
ダ
ル
マ
石

周
辺
整
備
事
業
に
着
手
し
て
お

り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

織
物
工
業
協
同
組
合
の
糸
の
音

会
で
は
、
町
の
地
場
産
業
で
あ

り
ま
す
織
物
の
特
産
晶
を
開
発

研
究
し
、
全
国
の
織
物
展
示
会

に
出
品
す
る
た
め
の
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
商
工
業
の
振
興
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

れ
蛮
排
筥
角
人

　
防
災
対
策
の
内
、
防
犯
灯
設

置
に
つ
い
て
は
、
住
民
か
ら
の

要
望
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
戸
籍
窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、

住
民
票
・
印
鑑
証
明
の
発
行
に

つ
い
て
、
３
月
－
日
よ
り
電
話

予
約
を
前
提
に
、
平
日
の
時
間

外
と
休
日
に
お
い
て
の
交
付
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

一
ニ
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
に
つ

■６■
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謝案２７ 国民ｏ廣保険特別会叶 ３億２千２０９万４干円 ３干２４３万Ｏ干円の瑚
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の支払案細は安態しているものの、考人保健拠拙金が昨隼慶より１千６３０方５千円の増額となｏた ・

醐案２８　老人倶値法特別会計　　　３Ｃ２千３２１万２干円　　　４干２１２万２干円の増
　隆療讐の支払が佛びてきていることから二 実ｏに基づいて増額予算となった 。

蘭案２９　介竈保険特別会叶　　　１０１千５９６万９干円　　　平成１２年度より新股
　巌入は各健康保険制度の保険料で５０％、国園支出金２５％、県支出金１２ ．５％、町負担１２ ．５鬼で運営する 。
厳出は保険給付日のうち介囮サーピス響諸讐９千４３５万９千円、支搬サービス等諸讐３３３万４千円を、推計に
より予算計上した 。

邊票３０　ダリーンセンター特別会叶　　　　　３干２９０万８干円　　　　　１２６万５干円のＯ
　平成１２年度より都市住民と地元住民との交流促遇施設として、宿泊繍、１］ グハウス、体験］二麗、建設中の
管理櫨め運営を行なう 。

謝案３１　簡り水竈特別会計　　　　９干４４０万４干円　　２千５９０万５千円の珊
　歳入については・水道使用料４千Ｏ０４万５千円、一般会計繰入金２千８５０万７千円を計上す乱主な事巣は ・

新高区由水池建設嗣壷委託２千５９８万７千円・水適管布設工箏１千４７２万３千円、洞水翻査 ・修理擾４６０万円
を計上する ｏ

鐵案３２　下水遣特別会計　　２０６千６０９万４千閂　　８千１７４万４千円の域
　歳入については、圖庫禰助金７千万円、一鰻会計繍父金§’羊五６す労

’蔓’羊角＝ ’’’

地芳桟’ｆ俄 ’ｉ
’’

ギ’身ｄｄ’芳尚差甜
上する・桂川流城下水道建設負担金５千２５８万臥町公共下水道事巣にっいては・公共下水道管布設・国適本
復旧等で１億５千８４４万円を計上する 。

珊
一
驚

の
一
事
６
。

５
一
る
修

万
一
す
・

い
て
は
、
周
辺
整
備
の
拠
点
と

な
る
管
理
棟
、
屋
外
ト
イ
レ
・

駐
車
場
等
の
整
備
を
実
施
し
、

更
に
は
施
設
利
用
者
の
促
進
を

図
る
上
で
、
利
用
者
拡
大
事
業

及
び
周
辺
用
地
取
得
等
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
桂
川
公
園
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
倉
見
側
駐
車
場
造
成
工

事
も
県
の
補
助
金
を
受
け
て
３

月
末
に
は
完
成
予
定
で
す
。
倉

見
側
と
桂
川
公
園
を
結
ぶ
橋
に

つ
い
て
は
、
景
観
等
を
考
慮
し

て
、
木
製
の
ア
ー
チ
型
の
橋
を

架
け
る
予
算
を
、
平
成
１
２
年
度

当
初
予
算
に
計
上
し
、
県
の
補

助
金
が
決
定
次
第
、
工
事
着
工

を
し
、
一
日
も
早
く
供
用
開
始

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
涯
保
健
対
策
の
乳
児
保
育

に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら
０

才
児
保
育
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
現
在
延
長
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
１
２
年
度

は
更
に
延
長
を
し
て
、
午
前
７

時
３
０
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、

三ツ峠グリーンセンターを視察する町議会議員

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
專
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
中
華
人
民
共
和
国
の
桂

林
市
と
友
好
都
市
の
繍
結
を
目

指
し
て
交
流
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
町
の
行
政
、
教
育
、
文

化
等
幅
広
く
理
解
を
し
て
頂
く

た
め
に
、
桂
林
市
の
関
係
者
６

名
を
４
月
に
招
聰
い
た
し
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
新
し
い
形
で
立

ち
あ
げ
た
西
桂
町
町
民
会
議
を

中
心
に
各
地
区
ご
と
パ
ト
ロ
ー

ル
や
声
か
け
運
動
、
地
域
清
掃

等
の
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
活

発
な
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の

取
り
組
み
を
図
る
べ
く
努
力
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
個
性
あ
る
教
育
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
情
報
教
育
の
充
実
を

図
る
ぺ
く
、
平
成
１
１
年
度
に
は

中
学
校
で
は
１
人
－
台
、
小
学

校
で
は
２
人
に
１
台
以
上
の
パ

ソ
コ
ン
を
導
入
し
、
国
際
教
育
、

情
報
教
育
の
充
実
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

の
利
用
度
も
高
く
、
児
童
、
生

徒
は
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

－７■



平成１１年度

磐
至
引
補
正
予
算
５
号
が

　
　
　
　
　
　
全
員
賢
成
に
て
可
決
さ
れ
る

般会計補正予算５号 ・審査・
度

．
．
・
・
１
一
．

１
月
２
０
日
臨
時
会
・
遵
含
審
査
会

間
　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
・
理

棟
・
屋
外
ト
イ
レ
．
・
駐
章
場
等

．
の
施
設
整
脩
費
の
財
源
と
し
て
、

公
債
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
８
０
％
が
地
方
交
僧
税

で
返
っ
て
く
る
の
で
す
か
。

総
饒
■
＾
　
町
単
独
事
業
を
除

く
補
助
対
象
事
業
費
が
５
億
８

千
万
円
あ
る
の
で
す
が
、
半
分

が
起
債
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
借
り
入
れ
た
も
の
の
内
、

２
０
％
が
町
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
　
実
質
的
に
町
が
負
担
を
す

．
る
額
に
つ
い
て
、
・
講
し
く
籔
え
．

て
■
い
た
だ
き
た
い
。
　
・

繕
竈
”
＾
　
補
助
対
象
事
業
費

の
２
分
の
ー
が
国
庫
補
助
金
と

し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
残
り
２

億
６
千
１
０
０
万
円
を
借
り
た

場
合
、
起
債
の
全
償
還
金
、
元

利
合
計
は
３
億
－
千
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

８
０
％
が
地
方
交
付
税
と
い
う
形

で
後
日
戻
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

間
　
旧
管
理
榛
解
体
工
事
８
０

○
万
円
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

市
場
価
格
の
儂
以
上
で
高
過
ぎ

は
し
な
■
い
で
す
か
。
■

企
嚢
口
”
＾
　
あ
く
ま
で
見

積
予
算
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

一
部
使
え
る
器
材
は
使
う
予
定

で
、
残
り
を
解
体
い
た
し
ま
す
。

　
解
体
費
が
若
干
上
が
っ
て
い

る
の
は
、
１
階
部
分
が
木
造
建

築
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
解
体

作
業
、
建
築
廃
材
の
処
分
に
余

計
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

フ
．
ク
．
ト
サ
ル
．
”
ｏ
．
に
．

　
ｕ
外
ト
イ
レ
股
□
１
一

間
　
屋
然
ト
イ
レ
の
設
置
場
所

に
っ
い
て
、
お
伺
い
を
し
た
い
。

企
竈
擾
只
８
，
　
フ
ッ
ト
サ
ル

場
上
の
新
た
に
購
入
し
た
町
有

地
へ
建
設
す
る
予
定
で
す
。

問
　
屋
外
ト
イ
レ
た
は
■
、
カ
プ

セ
ル
ト
イ
レ
よ
り
平
面
的
な
方

が
防
犯
上
の
瀞
濱
か
ら
、
良
い

で
は
な
い
で
す
か
。

企
口
螂
口
口
＾
　
コ
ス
ト
と
防

犯
上
の
問
題
等
を
勘
案
し
、
今

後
、
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

間
　
屋
外
ト
イ
レ
と
し
て
は
、

９
６
人
槽
は
大
き
す
ぎ
と
患
い
ま

す
が
。
．

み
つ
と
う
げ
そ
ぱ
の
会
に
よ
る

　
　
中
学
生
へ
の
そ
ば
づ
く
り
指
導

　
　
　
　
　
　
　
＾
教
育
委
員
会
主
催

目
常
生
活
体
験
研
修
〕

町
＾
　
９
６
人
槽
は
基
準
で
す
。

間
　
管
．
理
棟
の
防
火
対
策
は
ど

の
様
な
方
法
を
講
じ
．
ま
す
か
。

企
竈
撮
口
８
＾
　
消
防
法
に
基

づ
き
、
万
全
を
期
し
ま
す
。

問
　
２
千
万
円
の
計
上
で
、

処
を
植
穀
す
る
の
で
す
か
．
。

何

企
竈
擾
貝
８
＾
　
管
理
棟
の
建

設
が
終
わ
っ
た
後
、
管
理
棟
の

周
辺
を
植
栽
し
て
い
き
ま
す
。



平成１１年度グリｉンセンター会計補正予算ほか

が全員賛成にて可決される

２月２１日臨時会・連合審査会

而審邊案件醐

会　　計　　名 補正額補正後の予算総額
訟案５　グリーンセンター会計３号補正　１８万１千円　３千２８１万４千円

○光淋ゆ追叫・．’；．’． ∴　 １８万１千円
　　．’傘滅促進躯設め撃置及ぴ昏理に関する条例の制定に基づき、３月分の収入　’

　見込み享必筆亭亨の討与．
」．　財源としてふれあいコテージと体臓］＝房便用料を充塑する 。

（１棟あたりの料金 １消費税込み〕

１泊貸
午後２時～
牛前１１時

日帰り貸

午前９時～

　午後５時

時間貸
午前９時～

　午後９時

望警鱗嚢激奏養
’けふハを体　及ン 　２
詐墓婁…撃馨亨窪件
禦詰彗鰯竃姦堅
をたテい験に　関促ツ
すめ１て工つ　す進峠
る管ジは房い　 る施グ
・理と ・とて　条設リ
　運位三レ県　例の１

種類

５人棟’

１Ｏ人棟

区分

町内

町外

町内

町外

利用人数

５人まで

１人増毎

５人まで

１人増毎

１０人まで

１人増毎

１０人まで

１人増毎

１０，０００円

１．ＯＯＯ円

１２，ＯＯＯ円

１，２００円

１５，Ｏ００円

１，Ｏ００円

１８，０００円

１，２００円

５，０００円

６，０００円

７，５００円

９，０００円

７００円

８００円

１，０００円

１，２００円

１ｌ１１１線１１

整螂ゑ蚕鱗金彗
專セ契
〕ン約
　夕の
　１締
　体繕

千るテー置ツ
４必１部及峠
○要ジ改びグ
○が使正管リ
円あ用　　理１

　　　　　　　　　　○
に用り１室と上観外今
変しをト ・すげを部国
更た ’を機るか考腰の
し心畳 ’織 。らえ壁請
た暖及まり２ナ ’に負
。まぴた室階チーつ契
　る縁騒の部ユ部い約
　和甲の床分ロモての
　風板クののツル ’変
　様簿口塩雫クタ自更
　式をスビ織張ル然は
　等使張シりり仕景

’

●時間賃は１時間あたりの料金です。時間内であれぱご自由に時間を
　選択できます

。

１１年度主な
補正予算計上１１・１三ツ峠グリーンセンタ管理棟建築に６億１干万円を計上

会　　計　　名 補　正　額 補正後の予算総額

邊案１一般会計５号補正　　６億１干２２３万１千円　２４億７千８１５万２干円
○町営三ツ峠グリーンセンタ　施設整備　６億１千６０５万ｏ千円
　　管理棟 ・慶外トイレ ・駐草場響の施設の工事讐と管理櫨建築管理委託料の計上。繰越明許をして平成１２年度完
　’．成予定 ．

砧蹴
１甲ｆ？二叩２千舳７写２甲螂黒；寧財源舳万’千円を充当帆

　　グリ÷シセシタ甲周辺土地の鯛入見直し‘・

一９一



　　　　　　　　　　　　　　箏　　　　　　　　　身
　　　　　　　　｝

　　ｉ辛総務常任婁＾会

（調査）三ツ峠グリーンセンター施設整備事業の内容は

（結果）体験工房、ふれあいコテージとも順調に工事が進捗中

　三ツ峠体瞼コ＝房、ふれあいコテージ建蜘こついてば、現幻視祭を行

うと蜘二担当煤よリ脱明を受け、おおむね遺正に工口が造んでいる二

とを確露し、料金殴定にっいては 、． 算出根拠が邊正であることを確露

いたしました．また讐壌柳邊殴計藺一部¢正についても、饒会の指摘
を受け遣ｊ日こ行われた’口を殖團いたし．ました ．
　委＾よリ雌殴全体のイメージヒふさわしい遍称を明示し、イメー
ジアップに努め、マスコミ割二取り上げていただけるよう努カを」と

の竈見が串されていま九

企
竈
藏
螂
８
蠣
臼
脱
明
　
ふ
れ

あ
い
コ
テ
ー
ジ
使
用
料
金
の
算

出
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

使
用
料
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

は
、
建
設
費
、
年
間
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
料
、
及
び
管
理
経
費
を
算

出
し
、
年
間
利
用
日
数
等
で
割

っ
て
算
出
し
ま
す
。
ま
た
利
用

者
の
二
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
１

泊
・
日
帰
り
・
時
間
貸
し
の
料

金
設
定
を
行
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
午
後
２
時

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
翌
日

午
前
ｕ
時
ま
で
で
き
ま
す
。

　
日
帰
り
使
用
は
午
前
９
時
よ

り
午
後
５
時
ま
で
利
用
で
き
、

宿
泊
使
用
料
の
半
額
と
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
コ
テ
ー
ジ
、
建
設
中

の
体
験
工
房
＾
加
工
施
設
・
水

車
）
、
及
び
建
設
予
定
の
管
理
棟

に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
で
建

設
し
ま
す
。
体
験
学
習
棟
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
ー
人
１
０
０

円
と
し
ま
す
。
そ
ば
打
ち
の
体

験
学
習
の
場
合
に
は
別
の
料
金

と
な
り
ま
す
。
水
車
を
使
用
し

て
粉
を
す
り
た
い
と
か
、
施
設

の
機
械
を
利
用
し
て
味
噌
を
個

人
で
作
り
た
い
場
合
な
ど
に
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
施
設
完
成
後
は
「
三
ツ
峠
体

験
工
房
」
と
い
う
名
前
で
看
板

を
設
置
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
管
理
棟
建
設
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
延
ぺ
床
面
積
－
千

６
２
ａ
１
４
，
ｍ
，
４
９
１
坪

と
な
り
ま
す
。

聞
施
設
の
供
用
開
始
こ
伴
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

猪
三ツ峠ふれあいコテージ台所で食事を作る中学生

　　（教育委員会主催：日常生活体験研修）

企
図
振
口
口
＾
　
進
め
て
い
ま

す
．

を
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

問
　
コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

犬
人
と
子
供
の
使
用
料
ま
い
っ

し
ょ
な
の
で
す
か
。

企
臼
振
貝
”
＾
　
部
屋
を
貸
し

出
す
こ
と
を
基
本
に
料
金
設
定

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
人
と

子
供
の
料
金
は
同
じ
で
す
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
発
信

企
ｉ
蠣
口
Ｕ
＾
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
他
に
、
旅
行
代
理
店
等

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

間
　
コ
テ
ー
ジ
の
お
客
さ
ん
へ

の
食
事
の
提
供
は
。

企
暮
貝
８
＾
　
宿
泊
客
と
同

様
に
、
注
文
に
従
い
食
事
の
提

供
も
行
い
ま
す
。

間
　
管
理
棟
建
設
期
間
中
の
、

利
凧
客
へ
の
食
事
と
食
堂
の
提

供
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
＾
プ

レ
ハ
プ
の
厨
房
と
食
堂
を
リ
ー

ス
で
確
保
し
て
、
宿
泊
棟
と
コ

テ
ー
ジ
の
宿
泊
客
に
食
事
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

意
見
　
議
会
と
し
て
も
利
用
客

確
保
の
た
め
宣
伝
活
動
に
協
力

い
た
し
ま
す
。
．

町
＾
　
町
で
も
効
果
的
な
宣
伝

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
　
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ

わ
し
い
通
称
を
考
え
て
み
た
ら

い
か
が
で
す
か
。

吻
＾
　
検
討
し
て
み
ま
す
。

婁
望
　
サ
ー
ピ
ス
の
充
葵
を
図

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
現
在
の
従
業
員
を
施
設
完

成
後
は
増
や
し
て
い
く
の
で
す

か
．
寝
具
等
部
屋
の
管
理
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
で
す
か
。

町
＾
　
寝
具
を
含
め
た
備
品
は

新
し
い
も
の
を
確
保
し
て
、
そ

の
上
で
業
者
を
募
集
し
て
、
管

理
を
任
せ
た
い
と
恩
い
ま
す
。

　
ま
た
サ
ー
ビ
ス
で
特
に
大
事

な
の
が
お
客
に
対
す
る
接
客
態

度
で
す
の
で
、
言
葉
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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中学校邊設整備基金への積立に５干万円を計上
１１年度主な
補正予算計上

　　　　会　計　名　　補正額　　補正後の予算総額
邊案３３一般会計６号補正　　　６干８３０万５干円　２５億４干６４５万７千円
○介竈保険円珊導入恋金繰出金の肘上　　　２平３１２万２平円
　　資驚惹裟免誰ざ譲賢簑巌騨篤蕊黒姦螂畿慧襲翼率舳を受け仰岬苧榊率一千

○土地蘭入讐の計上　　’’　　　’．　４干９的万’ Ｏ’午肉
一．・’．

１．

　　す雲Ｆして基金を利用胴干、た三ツ疎フツト切ヒア甲苧地？ｆ舳ｉ叩 そア肥入干月干一般会榊支甲

○中学校邊股整備基金竈立金の針上　　　　５平ＯＯＯ万０千円
　　　今画の梛み立てにより、平成１１隼度末基金現在高は２倣円以上となる１。

謝案２１国民健康保険会計３号補正　　　　　１９１万Ｏ千円　　２億９千４２８万５干円
○鶉竈給付甘高罰療竈一の滅罰　　　　　△５２９万６雫円
　　。騎昭誰慧漂灘～苧のア牽臥補正後¢苧甲甲甲億７叩干 干円１平琴郷 ２下
○財政熊整基金への棚立　　．．’．＝’＝　　　．　６９９万． ９’手庁’’．・．．

諭案２２老人保健法会計３号補正
○医竈鰭一・ ・．竈竈支払争数料の追カＯ ７万５平円

７万５千円 ３億６干９２９万９千円

饒案２３　グリーンセンター会計４号補正　　　　　△３１６万２千円　　　　２千９６５万２干円

Ｏ〕簑収入の減叡　　’　　　　　　　　　△５３Ｓ万４千向・
　　宿泊料、テニスコート使用料、フットサル場使用料、売店販売収入食堂収入、水販売収入膏、箒業の確定によ
　　り減額す乱このため嚴入においては一般会計繰入金１８７万２千円を追加し、楡正後の燥入翁の総額を１千１７４万
　　５千円とする ・

竈案２４簡易水道会計２号補正　　　　△１２４万６干円
○水迦管理讐、水迫改良讐の滅額　　　　　△１２４万６千円
　　　平成１１年慶葛巣の拓了に伴コて、それぞれ減額する 。

６干７７５万３千円

融案２５下水道会計２号補正　　△２干７９９万７干円　３億１千９４９万８千円
○新股エロ讐の滅藪　　　　　　　　　△２干４４６万６千円
　　す撃’十年慶職か部を畔完咋なるため欄する・拙坤下坤嚇のう凱千７０蛎円鰍越明許と

間
　
水
章
の
粉
ひ
き
の
機
械
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

企
薗
振
員
蠣
長
　
石
臼
を
水
車

の
動
力
に
よ
り
動
か
し
、
半
自

動
化
に
よ
り
作
業
を
行
い
ま
す
。

●
●
む
グ
リ
上
ン
セ
ン
タ
■

と
－
辺
の
余
”
水
の
竈
倶
は

問
　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
水

道
水
の
使
用
量
は
・
■
一
鼠
ど
れ
く

ち
い
で
す
か
。
．
・
吏
た
周
辺
径
民

塵
婁
省
衣
よ
う
鷹

慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ダ
リ
ー
ン
セ
シ
タ
丁
砺
簑
　
こ

れ
ま
で
一
日
最
大
１
８
ｔ
で
す
が
、

施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
管
理

棟
の
大
浴
場
風
呂
の
水
は
沢
水

ま
た
は
井
戸
水
と
な
る
の
で
、

整
備
後
も
急
激
に
は
水
道
水
の

使
用
量
は
増
え
な
い
の
で
は
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

間
　
憩
の
森
か
ら
の
送
水
管
の

整
備
状
況
は
。
ま
た
泉
が
丘
周

辺
の
悪
臭
対
策
の
た
め
＾
余
水

を
流
す
計
頂
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

竈
股
■
＾
　
余
水
用
も
含
め
て

２
本
の
送
水
管
を
整
備
し
ま
す
。

１
本
は
下
暮
地
旧
配
水
池
で
す

の
で
、
送
水
管
に
つ
い
て
は
現

在
設
計
を
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
１
２
年
度
の
途
中
か

ら
送
水
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
余
水
分
に
つ
い
て
は
一

部
民
地
を
通
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
検
討
が
必
要
で
す
。

問
■
コ
テ
ー
ジ
に
は
食
料
の
持

ち
込
み
と
調
理
は
出
来
る
の
で

す
か
。

企
雲
員
”
豪
　
調
理
も
持
ち

込
み
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
雇
・
一
コ
イ
タ
省

工
房
、
■
ス
ポ
丁
ツ
施
設
の
運
営

方
法
は
ど
の
よ
ヶ
は
し
で
い
く

．
の
で
す
か
。
一
．
一
．
．

企
団
撮
螂
Ｕ
＾
　
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
教
育
委
員
会
管
轄
と
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
庫

補
助
で
造
る
各
施
設
に
つ
い
て

は
、
１
，
２
年
間
を
町
営
と
し
、

そ
の
間
に
運
営
母
体
と
な
る
各

種
団
体
と
協
議
・
強
化
し
、
そ

の
後
各
種
団
体
を
は
じ
め
と
す

る
民
間
へ
委
託
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
　
民
間
団
体
育
成
に
努
力

し
て
頂
く
と
と
も
に
、
組
合
化

に
向
け
て
参
加
者
へ
も
負
翅
を

お
願
い
し
、
責
任
あ
る
運
営
に

努
め
て
い
た
淀
き
た
い
。

　
↑
４
ぺ
ｒ
ジ
か
ら
の
続
旨
．
↑
．
．

○
コ
ン
ク
リ
ｉ
ト
遣
２
憎
健
て
「
延

■
ぺ
床
面
萩
は
、
１
．
６
２
邑
１
４
，
ｍ

　
で
あ
る
。
入
札
の
猫
暴
－
係
式
会

　
社
早
野
組
が
落
札
を
レ
た
．

　
町
条
例
に
基
「
つ
き
、
町
議
会
の
契
一

　
絢
繍
繕
の
誠
決
在
行
な
う
。

長
甲
工
蓄
負
蕎
の
鷺

一
弓
夢
々
ン
彦
干
蔓

　
棟
機
械
殻
借
工
事
）
．
．
．

○
朝
佃
底
榮
登
且
会
社
が
落
札
を
し

た
。
．

鶉
匝
予
艘
．
乃
件
．
．
．
．
．
．
．
．

一
平
城
皿
鷹
正
予
唄
一
捌
記
一

蟹
棚
予
阜
丁
仲
・
．
∴
・
．
．
．
．

　
平
城
皿
年
度
省
机
予
虜
、
ぺ
側
周
、
■

竈
曇
．
〆
得
∴
；
一
」

琶
・
麗
優
凄
曇
鷹

の
一
部
改
疋
・

○
瑚
方
分
櫨
推
遺
を
図
る
た
め
の
関

　
係
法
俸
、
．
姐
方
薗
治
演
の
改
正
に
■

　
伴
い
、
委
員
会
逐
管
に
つ
い
て
法

　
律
の
趣
薗
に
よ
り
改
正
す
ゑ

０
竈
２
　
西
雄
町
菱
嵩
会
議
規
則
の

　
一
部
改
正

○
決
議
、
意
見
書
等
の
提
出
に
必
要

　
な
賛
成
者
の
数
を
、
滋
律
の
趣
旨

　
に
そ
っ
て
１
名
止
改
狂
す
各
．

あ
な
た
の

請
願
・
陳
憤
は
■

讐
査
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

陳
欄
－
　
地
元
税
運
士
の
外
醐
鵬

　
蚕
制
慶
へ
の
登
用
の
あ
願
い

優
蠣
２
　
定
住
外
国
人
の
地
万
参

　
政
権
付
与
仁
反
対
ず
る
陳
椚
●
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平成１２年度予算の主な亭業
活・ 活西桂建設のための重点施策

事　　業　　名 概　　　　　　　　　　　　要 予　　　算

盤　　　　整　　　　備

道路体系の整伽
　　　　　（建設課）

下氷道の整偏
　　　　　（水道課）

生清の暮困蟹備
　　　（往民福祉課）

小沼中央線改良工事（新規）、倉見中道練側潜改修工事（新規）、三
ツ峠２号繍コンクリート舗装工事

公共下水道管渠布設工事（柿園地区第４処理分区内 ・国道境楡付近 、

倉見地区第３処理分区 ・県遭）、 実施設計 ・認可設計委託、補む費

ゴミ収集委託、資源ゴミ回収委託、粗犬ゴミ最終処分委託、ペットポ
トル処理、電動生ゴミ処理容器補助、ＥＭ菌用生ゴミ処理容器補・助、

ゴミステーション設置改良補助、生ゴミ処理ポックス補助、公共施設
用電動生ごみ処理機購入（新規 １学校給食センターに設置〕

２千０２０万０千円

１０５千８４４万０干閂

１干９１５万１干円

産 業　　　　振　　　　興

口林簑の振貝
　　　（企薗振興課）

商工讐の振輿（同上）

町内嗜用の安定
（同上）

楽同慶園整備 ・貸付、特産品開発（新規）、農産物コンテスト、坐活
改善グループ紬会助成、りんご研究会助成、そぱ打ち体験、育ばた
犬豆加工体験（新規〕、 サツマイモ掘り ・トウモロコシ収む体験、そ
ぽ薦き ・鱒つかみ取り ・章木染め ・木工体験、ホタル祭り

商工会補助、繊物協同綴合補助、みつとうげ手織の堕クループ補助

緊急地域雇用特例墓金專業（新規〕、 三ツ峠そばの芽栽培事業（新親） 、

三ツ峠体験工房運営專業（新規）

７３１万２千閂

１千１９５万０干顯

　　８０９万０千閂

環 境　　　　整　　　　備

防犯対簾の売臭
　　　　　（総務誤）

自主防災組讐の竈成
　　　　　　（同上）

防犯対壌の売簑（嗣上〕

交通安全対策の売婁
　　　　　　（同上）

行敢１営のむ能化
（１司上）

消防防災施設整備（新親〕、 備蓄用ミネラルウォーターの配備、防災
行政無線整備（新規）

親子防災教室 ・東京防災センター見学、全国消防操法犬会出場（新規）

防犯灯設置コ［專 ・区要望分

交通事故未然防止のためのカーブミラー設置等

総合行政システム化事業 ・税のシステム、給与システム、インター
ネットによる傭報受発信、ウィルス等に対する保守体創の強化（新規〕

１５５万０千胃

４３２万４干円

１２５万６干円

１４４万２干円

３子００８万８干円

福 祉　　　　充　　　　実

レクリェ・シ…１ン応般の

充案（企函振興課 ・建設認）

水遭安定供給
　　　　　く水道課）

生…匿保ｏ対策の硅立

　　　（住民福祉課）

社会福祉の売裏
｛住民福祉課 ・企画振興課）

三ツ峠周辺整備專業（グリーンセンター管理棟建設計画（新規〕・
グリーンセンター施設用地取得（新規）、桜の里管理、散策路整備
（新規））、桂川公園橋梁設置

新商区配水池実施設計（新窺）、県遺富士吉田西桂繍配水管布劃新窺） 、

国道一３９号線配水管布設、町内漏水調査、量水器取替え（新規〕

健康づくり 、乳幼児医療費助成、その他保健蓼業、延長保育 ・保護
者の要望に沿った保育所遺営（新規）

介護保険專繁 ・社会福祉協議会ヘセンター蓮営委託（新規）、各種在
宅福祉サービス、一人暮らし老人を支えるための小地城活動、富士
五湖広域シルパー人材センターの活用

１口１干７２９坊６干円

４『＝４１６万８千円

４千５２２万６干円

３２７万４干円

人 材　　　育　　　成
苅民主役の体制蟹ｎ
　　　く教曹委員会）

社会参加人材青成
　　　（儘民福祉課〕

，境浄化意竈の高幻
（同上）

ふるさと夏祭り

ポランティアコーディネーターの設置

桂川クリーンヰヤンペーン、寿クラプ町内清掃、廃秦物対策（新規）

３５０万Ｏ干円

５２万６干閂

１２万０干円

教育文化振興文化交沈の促遣
｛企画振興課 ・教育委員会）

■少隼非行防止対竈
（僅民福祉課 ・教育委員会〕

個性ある教竈のｕ胴
（教育委員会〕

敦育獺般の劃ｉ（同上）

大魔神のふるさと推進、唯」が繕ぷ友好の輪、趣味を学ぷ各種教窒 、

社会教育学級、生涯スポーツ教室

児董館運営、放課後対策、町と地域団体の一体化した子育て支援社
会の橘築、母親クラプ支援、青少年カウンセラーによる教育相談 、

青少年育成総合対策事業を実施する青少隼団体への助威

小学校でのインターネット利用、中学狡でのインターネ ット利用 、

Ｓ　Ｓ　Ｃ事業（授業支援者〕、英語助手の活用、母と子の食生活共同体験

中学校校舎建設準備（新規）

平成１２年度 配当事業経費　合　計

７６９万０干円

８７５万０干円

１子５９５万８千円

１予８９７万８干円

５億２干９２８万９千円

一ｉ２一
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砕・二１’・周４・現毒の会員の皆１〉

．
小
抹
さ
ん
．
町
内
の
６
０
歳
か
ら

９
０
歳
代
ま
で
の
女
性
の
方
妬
名

が
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢

の
方
が
多
い
た
め
、
実
際
に
練

習
に
参
加
す
る
の
は
鍋
名
程
度

で
す
。

　
毎
週
月
曜
日
、
午
前
１
０
時
か

ら
１
１
時
ま
で
の
間
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会

館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

問
省
せ
、
毒
鷹
予
て
．

い
ま
す
残
．
一
．
．
．
．
．
．

小
林
ざ
ん
　
平
成
２
年
４
月
に

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
残
さ
れ

た
人
生
を
歌
う
こ
と
に
よ
り
生

き
る
喜
び
を
知
り
、
よ
き
友
を

得
て
、
上
手
・
下
手
は
関
係
が

な
く
、
歌
の
心
を
大
切
に
し
て
、

皆
さ
ん
で
合
唱
し
て
い
ま
す
。

間
　
今
後
の
風
標
は
「
一
・
■

加
膿
宕
ん
　
練
習
の
成
果
を
、

町
の
行
事
と
地
域
の
マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
犬
会
へ
も
参
加
し
て
、

披
露
し
て
い
ま
す
。

問
一
指
導
者
は
。
。
．
．
一

小
林
さ
ん
　
当
会
の
会
長
で
あ

り
ま
す
、
加
藤
先
生
に
指
導
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

加
蘭
さ
ん
　
小
林
先
生
に
は
指

元気いっ ぱいで歌っています
。

揮
を
と
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

間
町
民
の
方
に
望
む
こ
と
は
。

小
林
さ
ん
　
敬
老
会
、
文
化
祭
、

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
桜
祭
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
大
変

励
み
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
お
年
寄
り
の
方
に
コ

ー
ラ
ス
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
田
心
い
ま
す
。

月
．
．
身
ぶ
至
噌
ｔ
帖
“

。
が
ち
に
な
小
ま
す
よ
ね
“
■
．
∴
■
■

小
林
ざ
ん
　
お
年
寄
り
が
寝
た

き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
の
慰
問
を
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
が
歌
う
よ
り
も
、
同

じ
年
代
の
私
達
が
歌
い
ま
す
と
、

入
所
者
の
方
が
大
変
喜
ん
で
下

さ
い
ま
す
。

問
　
行
政
に
望
む
｝
」
と
ほ
。

小
林
さ
ん
　
一
昨
年
、
ピ
ア
ノ

を
Ｙ
Ｌ
Ｏ
に
整
備
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
状
で
十
分
で
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
際
、
町
長
さ

ん
、
議
長
さ
ん
に
応
援
に
来
て

い
た
だ
き
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
お
ば
あ
さ
ん
方
に
配
っ
て
く

れ
た
こ
と
、
大
変
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。

問
　
年
４
固
発
行
し
て
い
ま
す

議
会
広
報
を
読
ん
で
い
ま
す
か
。

小
林
さ
ん
　
読
ん
で
ま
す
。
議

会
と
町
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
廿
止
ヨ
　
卑
　
　
吉
　
　
１
」

蔭
鰯
美
塗

３
日
饒
会
邊
営
委
＾
会

９
日
本
会
蘭
”
会

　
◇
町
長
所
僧
表
明

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
姦
案
６
｛
３
２
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
◇
各
常
任
委
員
会
付
託

　
○
合
害
査
会
０

１
６
日
本
会
蘭
再
会

　
◇
町
長
議
案
上
程
（
議
案
鎚
〕

　
　
説
明
・
質
疑

　
◇
総
務
委
員
会
付
託

　
竈
合
審
－
会
◎

公
共
口
‘
現
蜴
祝
嚢

む
会
！
営
委
＾
会
＾
発
議
１
、

２
　
議
案
拠
、
駈
の
協
議
）

１
７
日
邊
合
■
査
会
◎

２
３
日
本
会
竈
再
”

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
議
案
６
｛
１
８
，
２
１
壬
鴉

　
　
　
　
閉
壬
３
０
、
蓼

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
＾
議
案
１
９
，
２
０
、
別
、

　
　
　
　
　
　
妬
、
３
１
、
娑

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
町
長
議
案
上
程
＾
同
意
１
）

　
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
議
員
発
議
一
括
上
程

　
　
　
一
発
議
１
，
２
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
　
・
討
論
・
裁
決

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
姦
案
別
、
筆

　
　
　
一
播
説
明
・
一
括
質
疑

　
◇
総
務
委
員
会
付
託

　
邊
合
竈
ｉ
会
◎

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
告
＾
議
案
糾
、
聾

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決
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